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                                                  　　　  　　　平成13 年３月15 日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　（株）足利銀行　融資第一部
                                                       　　　　　産業調査グループ

  この度、第111 回あしぎん景況調査の結果がまとまりましたので、発表させていただきま
す。今回のポイント及び概要は下記の通りです。

                                       記

１．今回のポイント

緩やかに改善してきた企業の業況感は、先行きに慎重な見方が広がっている。
今期（13年１～３月期）の業況判断Ｄ.Ｉ.値は、製造業が▲14、非製造業が▲41となり、

前期（12年 10～12 月期）に比べ製造業は４ポイント、非製造業は５ポイント悪化した。
来期（13 年４～６月期）は、製造業が▲13、非製造業は▲34 と今期に比べそれぞれ１ポ

イント、７ポイント改善する見通しである。
製造業は、米国やアジア経済の減速を受けて、大企業を中心に生産活動の伸びが鈍化し

ている。一方、非製造業は、需要の弱さを反映して回復力が弱い。

                                業況判断Ｄ.Ｉ.値
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２．概要

（１）製造業
　①今期実績見込み（13 年１～３月期）
・業況（業況判断Ｄ.Ｉ.値）　　　　▲14……前期（12年 10～12 月期）実績を４ポイン
                                          ト下回った

　・経常利益（前年比増減Ｄ.Ｉ.値）　▲14……前期実績を８ポイント下回った
　　　　　　（水準Ｄ.Ｉ.値）　　　　　２……前期実績を 12ポイント下回った
　・設備投資（実施企業割合）　　　  71％……前期実績を４ポイント上回った
　　　　　　（投資額Ｄ.Ｉ.値）　　　  20……前期実績を１ポイント下回った
　・雇用（増減Ｄ.Ｉ.値）　　　　　　▲15……前期実績を２ポイント下回った
　　　　（適正水準Ｄ.Ｉ.値）　　　　  11……前期実績を２ポイント上回った
・経営上の問題 ………………「競争激化」、次いで、「需要減退」、「製・商品（サービス）

単価の値下がり、値上げ難」の順となっている
　②来期見通し（13年４～６月期）
・業況（業況判断Ｄ.Ｉ.値）　　　　▲13……今期（13年１～３月期）見込みを１ポイ
                                          ント上回る

　・経常利益（前年比増減Ｄ.Ｉ.値）　▲11……今期見込みを３ポイント上回る
　　　　　　（水準Ｄ.Ｉ.値）　　　　　８……今期見込みを６ポイント上回る
・設備投資（実施予定企業割合）    67％……今期見込みを４ポイント下回る

　　　　　　（投資額Ｄ.Ｉ.値）　　　  27……今期見込みを７ポイント上回る
　・雇用（増減Ｄ.Ｉ.値）　　　　　　▲８……今期見込みを７ポイント上回る
　　　　（適正水準Ｄ.Ｉ.値）　　　　　12……今期見込みを１ポイント上回る

（２）非製造業
　①今期実績見込み（13 年１～３月期）
　・業況（業況判断Ｄ.Ｉ.値）　　　　▲41……前期実績を５ポイント下回った
　・経常利益（前年比増減Ｄ.Ｉ.値）　▲33……前期実績を５ポイント下回った
　　　　　　（水準Ｄ.Ｉ.値）　　　　▲８……前期実績を４ポイント下回った
　・設備投資（実施企業割合）　　　  51％……前期実績を１ポイント下回った
　　　　　　（投資額Ｄ.Ｉ.値）　　　　28……前期実績を 14ポイント下回った
　・雇用（増減Ｄ.Ｉ.値）　　　　　　▲23……前期実績と同ポイント
　　　　（適正水準Ｄ.Ｉ.値）　　　　　３……前期実績を１ポイント上回った
・経営上の問題 ………………「競争激化」、次いで、「需要減退」、「製・商品（サービス）
                            単価の値下がり、値上げ難」の順となっている

　②来期見通し（13年４～６月期）
　・業況（業況判断Ｄ.Ｉ.値）　　　　▲34……今期見込みを７ポイント上回る
　・経常利益（前年比増減Ｄ.Ｉ.値）　▲23……今期見込みを10ポイント上回る
　　　　　　（水準Ｄ.Ｉ.値）　　　　▲５……今期見込みを３ポイント上回る
　・設備投資（実施予定企業割合）　  45％……今期見込みを６ポイント下回る
　　　　　　（投資額Ｄ.Ｉ.値）　　　　27……今期見込みを１ポイント下回る
　・雇用（増減Ｄ.Ｉ.値）　　　　　　▲14……今期見込みを９ポイント上回る
　　　　（適正水準Ｄ.Ｉ.値）　　　　　７……今期見込みを４ポイント上回る


